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日本語研修コースでは，第11期（平成12年10月～13年3月）に定期試験の聴解問題  
の改訂を行った。以下に，その改訂の内容について報告する。   



















を追加するなど，対処的な手直しも行われていた。   
以上を要約すると，全体構成に対する議論が不十分なまま改編作業が行われた結果，  
選択基準や全体構成の不統一が生まれ，既製タスクの多用から語彙のはみ出しが多い  
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ことなど，内容的に問題の多い状態となっていた。その他 録音に関しても，回によ  
り録音状態の出来不出来があること，1回のテストの中で音量の変化が大きいこと，  
問題を見る時間や繰り返し部分が録音されていないこと等から，テスト実施者が調節  
しなければならない多くの不備な点が指摘されていた。   
このような状態で，聴解テストの改訂は以前から懸案となっていたが，今期，内部  
からの要請により，プロジェクトとして改訂することになった。  
2】改訂の基本方針   
1．の問題点を踏まえ，改訂の基本方針を次のように決めた。  
（1）「『聴いて理解する』とは何か」を考え，そのために必要な能力を問う問題を1回   
の試験問題の中にに網羅的に取り入れる。問題は，音韻の最小単位である単音か   
ら，ある程度の長さを持ったまとまりのある会話のレベルまで，段階的に配列する。   
聴解能力というと漠然としているが，耳から入った音を認識してそれをいかに処理  
していくかということであり，いろいろな知識と能力が求められる。   
まず音韻を弁別したり認識したりする能力で，音を他の音と区別すると同時にアク  
セントやイントネーション，プロミネンスを聞き分ける能力も要求される。   
次に語嚢・文法などの言語に関する知識でこれによって音のまとまりが一つの意味  
をなすようになる。   
また文法・言語に関する知識の他に言語外知識も同様に求められる。その社会や文  
化特有のスキーマや，話の流れを決めるスクリプ1、の知識を持つことにより，会話の  




欠だと言われている。   
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た1回から8回までの構成と問題形式を統一した。  
（3）墨本的にアチーヴメント・テストにする。   
できる限りその時点までに学習した語彙・文法項目の中から出題する。   
試験というものは基本的に「教えたことから出願する」のが最も誠実な実施方法で  
あり，学生もその方が日常の学習に励みが出るだろう，との考えに基づき，「教えられ  










臨場感や，プロの声優の出演による声質の多様さ・発音の明瞭さ，などである。   
このような理由により1題だけは既成の教材を取り入れたが，基本は飽くまでもア  
チーヴメントテストとすることにした。  
（4）第3回試験までは，害案用紙の問題の指示に英訳をつける。   
口頭での指示は日本語だけであるが，答案用紙に書かれた問題の指示には，第3回  
までは英語の訳をつける。  
3一 問題形式   
3．1 総  論   
2．の（1）で述べた聴解能力をバランスよく測るために，問題形式は以下の四つのも  
のとした。  
（1）ミニマル・ペアにより，音韻，アクセント，イントネーション，プロミネンスを   
聞き分ける問題   
音声言語の場合，意味を区別する要素は単に音韻だけでなく，他にアクセント，イ  
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（2）正しい会話のやりとりを選択する問題   
ある問いかけに対して，どの表現が応答として正しいかを選ぶ四択問題。この間題  
では文法・語葉などの言語知識の習得度を見る と同時に，どんな答え方をその文化や  
社会の中で一般的にするのかという言語外知識の両方の達成度を測ることを目的にし  
ている。   
この形式は，改訂前から採用されており，今回はそれを引き継ぐ形となった。  
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3．1 ミニマル‥鴨アにより，音温 アクセント，イントネーション，プロミネン   
スを聞き分ける問題   
全体を適して基本的な聴解力を見るために音の聴解問題を，常に1番に配置して，  
単肯の弁別能九 単語の聞き分け能九 イントネーションやプロミネンスの聞き分け  
能力を8回のテストを通じて，順次確認することにした。   
前半（第1回から第4回）は単語を中心に聴解問題を作成した。第1回は平仮名表  
記と発音， 第2回（掩昔／長音／拗音），第3回（促音／清濁音／アクセント・イント  
ネーション）のように特殊音を順次，網羅的に配置した。単語は『日本語教育ハンド  
ブック 発音』（国際交流基金）のミニマナレペア等も参考に，できる限り試験範囲の  
語彙の中から選ぶようにした。   
後半（第5回から第8回）は単語から句や文のイントネーションやプロミネンスの  
聞き分けに進み，特殊苗も少し長い旬の中での聞き取りを確認するように作成した。   
以下に第4回と第5回の1番の問題例を挙げる。  
第4同試験  







㊥．あつい b．あおい  
ピザ   
ぞう  
b．ぶか  
b．おと   
b．たいしかん   
b．おじいさん  
a．ビザ b．  





（7）ちゅうしゃじょう，ちゅうしゃじょう a．ちゅち亡扇じょう b．ちゅうしゃじょう  
（8）おしょうがつ，おしょうがつ  a．おtようがつ b．お℃了‾ヲがつ  
第5回試験  
（1）すきましたか，すきましたか  
a．すきましたか  b．つきましたか  
（2）なにか 見えますか，なにか 見えますか  
a．なにが 見えますか b．なにか 見えますか  
（3）水道の水，水道の水  
a．水筒の水  b．水道の水  
（4）なにを知っているんですか，なにを知っているんですか。  
a．なにをしているんですか b．なにを知っているんですか  
（5）間違えて釆てしまいました，間違えて釆てしまいました  
a．間違えて釆てしまいました b．聞違えて切ってしまいました  
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（（5）机の上にあるんですか「，別の上にあるんですか「  
a．机の上にあるんですかJ b．机の上にあるんですか「  
（7）そこにおいといてください，そこにおいといてください  
a．そににおいておいてください b．そこにおいといてくださし－  
（8）試験 に失敗したんですか，試験 に失敗したんですか  
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3－3．会話の内容把握問題   
2番の1往復の応答から1歩進んで，3番は，もう少し長さと内容的まとまりのあ  
る会話を聴く問題である。学生は，ひとまとまりの会話を聴いた後で，その会話の内  





うものの，）学生は初めて聴く完全な応用問題である。   
このように3番は，2番の「正しい応答文のペアを1組選ぶ」（しかもその組み合わ  
せは殆どの場合，そのままの形で教科書の「練習C」や「会話」に載っている）より  









なった。   
この会話文を作成するにあたって留意したことは，次の3点である。  
（1）試験範囲の語彙・文法項目をできる限り万遍なく含み，且つ日本語として自然な   
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ワン：へえ，そう。   
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25課：「～たら」「～ても」   
23課の新出文型：「～とき」「～と」だけは入っていないが，他の課の新出文型はす  
べて含まれている。   
反省点としては，録音の際のスピードがやや遅かったこと，また素人による吹き込  
みのため，表現力が充分でない点があること，が挙げられる。  
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だけには以前の聴解テストで主流であった，既製の聴解タスクを残したのである。   
応用的な聴解力を試すためには，試験範囲の表現が使われている，効果音付きの自  
然な会話教材が望ましいが，実際にはそのような教材を選定することは難しかった。  






に記す。   
第11期生で定期試験を受けた学生は6名であった。この6名の得点，平均点，標準  
偏差は以下のとおりである。（試験は30点滴点。）  
2回   3回   4回   5回   6回   7回   平均点   
学生1   28   28   29   23   23   27．5   26．4   
学生 2   22   21   22   16   24   20   20．8   
学生 3   26   27   25   22   29   18   24．5   
学生 4   27   22   19   17   22   21   21．3   
学生 5   25   29   25   つつ ム■∠ノ   27   24   25．3   
学生 6   24   りつ  上Jこノ   28   21   24   24．5   23．9   
平均点   25．3   24．8   24．7   20．2   4．8   22．5  
標準偏差   2．2   3．5   3．7   2．9   2．6   3．5  
この6名の学生は，日常の学習態度も良い平均的な学生たちであるので，試験の難  
易度を測る基準とするには標準的な素材であると言える。また，個々の学生の得点の  
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5。反省点と今後の展望   
5．1 反省点   





していきたいと思っている。   
また同じく2番について，「aからdまでの質問文は，完全に同じように発音されて  
いなければならないのに，それが実現されていない部分がある」との指摘も受けた。  
この指摘は全く正しいので，今後改善していきたいと思っている。   
発音・録音に関しては，全体的に改良の余地がある。発音の明瞭さや表現力が充分  
とは言えず，また，特に会話の部分では，発音の明瞭さを目指すあまり，ナチュラル  
スピードよりやや遅すぎる部分ができた。   
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今後，上記の点をはじめ諸々の不備を修正して，一層良いものにしていきたいと思っ  
ている（。  




ものではないだろうか。   
この形式による聴解問題は，学生が登場人物に親しみを持ち，「次はどうなるのだろ  
う」という興味と期待を持って楽しく聞くことができる，という利点がある。   
今回は定期試験の試験問題として作成されたが，これを，日常の授業で使用する聴  






はない。   
たとえば『みんなの日本語』の各課毎に，あるいは2～3課毎に一つの聴解タスク  
を作成し，それを50課で完結する「連続ドラマ」になるように組み立てる，という可  










土岐 哲・村田水恵1989 ∪⊃外国人のための口本譜例文間置シリーズ 発音・聴解』（荒付出版）  
国際交流基金1981『教師用口本譜教育ハンドブック⑥ 発音り（凡人社）  
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